
本書の特色

本書の使い方

　この本は，中 1，中 2の復習と中 3の夏休み前までの学習内容を中心に構成され
たテキストです。標準的な問題を中心に編集しましたので，今までに学習したことが
らの基本を身につけるのにぴったりです。
　各課とも最初のページで重要なポイントをおさえ，2ページ目の確認問題で知識を，
3～ 4ページ目の演習問題で実力を定着させるという流れになっています。
　1課に 1枚の別冊確認テストがついているので，各課の理解度チェックに役立て
てください。また，講習準備テストは苦手分野の把握に，総合確認テストは最後の効
果測定にご活用ください。

・要点整理…その課でしっかりと身につけたいことがらをまとめてあります。
・確認問題…要点整理で学習した内容を確認するための問題です。
・演習問題…要点整理，確認問題で学んだ内容をもう一度確認し，応用力をつけるた

めの問題です。ここで完全に自分のものにしてください。
・総合問題…本書で学習した内容が身についたかどうかを確かめる問題です。全部正

解できるようにがんばりましょう。
… 巻末の関連する問題を示しています。色々な形式の問題にチャレンジ
してみましょう。
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　　金属とイオン
　⑴　金属と水

すい

溶
よう

液
えき

の反応…反応を調べることで，
イオンのなりやすさを比べることができる。

　　① 　塩酸との反応…マグネシウムと亜
あ

鉛
えん

は電子
を失って陽イオンとなり，水素が発生する。
銅は塩酸と反応しない。

　　② 　硝
しょう

酸
さん

銀
ぎん

水溶液と銅の反応…銅が電子を失って陽イオンとな
り，銀が金属板に付着。銅が銀よりイオンになりやすい。

　　③ 　硫
りゅう

酸
さん

亜鉛水溶液とマグネシウムの反応…マグネシウムは電
子を失ってマグネシウムイオン（Mg2＋）となり，亜鉛イオン
は電子を受けとって亜鉛原子（Zn）になる。

　　④ 　硫酸銅水溶液と亜鉛の反応…亜鉛が電子を失って亜鉛イオ
ン（Zn2＋）となり，銅イオンは電子を受けとって銅原子（Cu）
になる。

　⑵　イオンのなりやすさ…　　　　　　　　 　　　 の順で陽イ
オンになりやすいと，水溶液の反応からわかる。

　　電池とイオン
　⑴　電池（化学電池）…化学エネルギーを電気エネルギーに変える
しくみ。

　⑵　ダニエル電池…亜鉛から放出された電子が導線を通って銅板へ
移動する。陽イオンになりやすい金属が－極になる。

　　① 　亜鉛板（－極）…亜鉛原子が電子を 2個失って亜鉛イオンにな
り，水中にとけ出す。 Zn→Zn2＋＋ 2e－

　　② 　銅板（＋極）…硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水溶液の銅イオンが電子を 2個受けとっ
て銅原子となって付着する。 Cu2＋＋ 2e－→Cu

　⑶　ボルタ電池…電解質の水溶液と亜鉛板，銅板からできているも
の。短時間しか使えず，安定した電源にならない。

　　いろいろな電池
　⑴　一次電池…充

じゅう

電
でん

できない。マンガン電池，アルカリ電池，リチ
ウム電池など。

　⑵　二次電池…充電できる。鉛
なまり

蓄
ちく

電池，ニッケル水素電池，リチ
ウムイオン電池など。

　⑶　燃料電池…水の電気分解とは
逆の化学変化を利用する。

1
▼金属と水溶液の反応

硫酸マグネシウム
水溶液 硫酸亜鉛水溶液 硫酸銅水溶液

マグネシウム 亜鉛が付着した 銅が付着した
亜鉛 変化なし 銅が付着した
銅 変化なし 変化なし
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▼水溶液と金属の反応
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6．化学変化と電池

　　　　　　　一問一答コーナーにチャレンジしてみよう！　p. 54 20～22

　　金属とイオン　右の図は，マイクロプレートを用いて，硫酸マグ
ネシウム水溶液，硫酸亜鉛水溶液，硫酸銅水溶液とマグネシウム，
亜鉛，銅との反応について調べたものである。これについて，次の
問いに答えなさい。
□⑴ 　硫酸銅は，水にとけてどのように電離するか。化学式を用いて
表せ。 （　CuSO4→ ）

□⑵ 　図の①～③には，それぞれどのような結果があてはまるのか。
次のア～エから 1つずつ選び，記号で答えよ。 ①（  ）

②（  ）　③（  ）
　　ア　マグネシウムが付着した。　　イ　亜鉛が付着した。
　　ウ　銅が付着した。　　　　　　　エ　変化なし。
□⑶ 　この実験の結果からわかる，3種類の金属のイオンのなりやす
さについて適切に述べているのはどれか。次のア～エから選べ。

（  ）
　　ア　マグネシウムが最もイオンになりやすい。　　イ　亜鉛が最もイオンになりやすい。
　　ウ　銅が最もイオンになりやすい。　　　　　　　エ　イオンのなりやすさはどれも同じ。
　　　
　　電池とイオン　右の図は，ダニエル電池のしくみを模

も

式
しき

的に示したも
のである。これについて，次の問いに答えなさい。
□⑴ 　ダニエル電池などの電池は，物質のもつ何というエネルギーを電気
エネルギーに変えているか。

 （  ）
□⑵ 　次の文は，亜鉛板で起こる変化について述べたものである。文中の
｛　｝①，②から，それぞれ正しい記号を選べ。

①（  ）　②（  ）
　　 　亜鉛は，電子を 2個①｛ア．失って　　イ．受けとって｝，②｛ウ．陰

いん

イオン　　エ．陽
よう

イオン｝となり，水溶液
中にとけ出す。

□⑶ 　モーターが回っているとき，電子は図中のア，イのどちらの向きに移動し，電流はア，イのどちらの向きに流
れているか。 電子（  ）

 電流（  ）
□⑷ 　次のア～エのうち，銅板付近で起こることについて適切に述べているのはどれか。 （  ）
　　ア　銅が水溶液中にとけ出す。　　イ　気体が発生する。
　　ウ　銅が付着する。　　　　　　　エ　亜鉛が付着する。

　　いろいろな電池　右の図は，マンガン乾
かん

電池を模式的に示したものである。
これについて，次の問いに答えなさい。
□⑴ 　マンガン乾電池は，充電してくり返して使うことができない。マンガン乾
電池と同様，充電できない電池を次のア～エから選べ。 （  ）

　　ア　リチウムイオン電池　　イ　アルカリ電池
　　ウ　鉛蓄電池　　　　　　　エ　ニッケル水素電池
□⑵　図中のア，イのうち，＋極はどちらか。 （  ）

1
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3
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　　水
すい

溶
よう

液
えき

と金属の反応について，次のように調べた。
これについて，あとの問いに答えなさい。
　〈実験 1〉　図 1のように，2本の試験管にうすい塩酸

を入れ，それぞれ亜
あ

鉛
えん

と銅の金属片
へん

を入れたとこ
ろ，亜鉛を入れた試験管からは気体が発生した
が，銅を入れた試験管は変化がなかった。

　〈実験 2〉　図 2のように，マイクロプレートに硝
しょう

酸
さん

銀
ぎん

水溶液を入れ，銅との反応を調べたところ，金属
片に銀が付着した。

□⑴　実験 1で，亜鉛を入れた試験管から発生した気体
は何か。化学式で答えよ。

□⑵　気体が発生しているとき，亜鉛はどのように変化
しているか。次のア～エから選べ。

　　ア　電子を受けとって陰
いん

イオンになる。　　イ　電子を失って陰イオンになる。
　　ウ　電子を受けとって陽

よう

イオンになる。　　エ　電子を失って陽イオンになる。
□⑶　実験 2で，硝酸銀水溶液中にある銅はどのように変化しているか。⑵のア～エ
から選べ。

□⑷　実験の結果から，亜鉛，銀，銅をイオンになりやすい順に並べるとどうなるか。
次のア～ウから選べ。

　　ア　亜鉛＞銅＞銀　　イ　亜鉛＞銀＞銅　　ウ　銀＞銅＞亜鉛

　　図 1はボルタ電池，図 2はダニエル電池を示したものである。これについて，あ
との問いに答えなさい。

□⑴ 　次のア～エの組み合わせのうち，ボルタ電池に電流が流れて電子オルゴールが
鳴るのはどれか。
ア　金属板A…銅板　　　金属板B…銅板　　　水溶液C…うすい塩酸
イ　金属板A…銅板　　　金属板B…亜鉛板　　水溶液C…うすい塩酸
ウ　金属板A…亜鉛板　　金属板B…亜鉛板　　水溶液C…砂糖水
エ　金属板A…銅板　　　金属板B…亜鉛板　　水溶液C…砂糖水

□⑵　ダニエル電池ではセロハンで水溶液が区切られているが，水溶液中のイオンは
セロハンを通り抜けることができるか。

□⑶　ダニエル電池で＋極になるのは，亜鉛板，銅板のどちらか。
□⑷　短時間しか使えず，安定した電源にならないのは，ボルタ電池，ダニエル電池
のどちらか。

⑴

⑵

⑶

⑷
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⑷
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6．化学変化と電池

　　水溶液と金属の反応を調べるため，マグネシウム， 
亜
あ

鉛
えん

，銅の金属板を，それぞれ硫
りゅう

酸
さん

マグネシウム水溶液，
硫酸亜鉛水溶液，硫酸銅水溶液に入れた。右の表は，そ
の結果をまとめたものである。これについて，次の問い
に答えなさい。
□⑴ 　表の①～③にあてはまる結果をそれぞれ簡潔に答え
よ。 ①［  ］

　　　　　　　　　　　　　　　②［  ］　③［  ］
□⑵ 　右の図は，硫酸銅水溶液に亜鉛板を入れたときの変化のようすをモデルで表し
たものである。Ⓐ～Ⓒにあてはまる化学式を答えよ。

 Ⓐ［  ］　Ⓑ［  ］
 Ⓒ［  ］
□⑶ 　硫酸銅水溶液にマグネシウム板を入れたとき，金属板に銅が付着したことか
ら，マグネシウムは銅に比べてどのような性質があるといえるか。簡単に書け。

 ［  ］

　　右の図は，セロハンチューブを用いてつくったダニエル電池であ
る。これについて，次の問いに答えなさい。
□⑴　モーターが回っているとき，亜鉛板と銅板ではどのような変化
が起きているか。それぞれ次のア～エから選べ。

 亜鉛板［  ］　銅板［  ］
　　ア　気体が発生する。　　イ　亜鉛が付着する。
　　ウ　金属板がとける。　　エ　銅が付着する。
□⑵ 　モーターが回っているとき，セロハンを通してB液からA液
へと移動するイオンは何か。イオンの記号で答えよ。

 ［  ］
□⑶　次のア～エから，モーターが回っているときのしくみについて正しく述べているものを選べ。
　　  ［  ］
ア　電子は導線中を亜鉛板側から銅板側へと移動するので，亜鉛板が－極，銅板が＋極になる。
イ　電子は導線中を亜鉛板側から銅板側へと移動するので，亜鉛板が＋極，銅板が－極になる。
ウ　電子は導線中を銅板側から亜鉛板側へと移動するので，亜鉛板が－極，銅板が＋極になる。
エ　電子は導線中を銅板側から亜鉛板側へと移動するので，亜鉛板が＋極，銅板が－極になる。

　　右の図は，水素と酸素の化学変化によって，電気エネルギーをとり出す装置である。次
の問いに答えなさい。
□⑴ 　この装置で起こる化学変化を，化学反応式で表せ。
　　　  ［  ］
□⑵ 　この装置は，何電池とよばれるか。 ［  ］
□⑶ 　次のア～エの電池はそれぞれ一次電池と二次電池のどちらに分類されるか。
 一次電池［  ］　二次電池［  ］
　　ア　リチウム電池　　イ　鉛
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